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巻頭言

「学」という言葉が付けば、なんでもディ
シプリンになるかと言えば、そうではな
い。たとえば、「観光学」と言えば、観光
について研究する学問ということになる
かもしれないが、果たしてそれはディシプ
リンなのか？　と問わねばならない。類
似の名称に「観光社会学」や「観光人類
学」といったものもあるが、これらは社
会学や人類学といったディシプリンの中
の１ジャンルと考えていい。それは「観光」
を研究対象とする社会学や人類学であり、
社会学や人類学の理論を用いて観光と呼
ばれる現象を分析するわけだ。ところが、
「観光学」となるとどうだろうか。隣接学
問から導入し改変したものであれ、観光
学独自に発達させた理論をもって研究対
象にアプローチしているのだろうか。
日本語の「学問」という言葉は、極め

てファジーに使われる。それは「研究（研
究領域）」と同義で使われることがままあ
る。また、「〇〇学」という時、それは
〇〇を対象とする研究にすぎず、「〇〇研
究」と呼ぶべきものであって、〇〇学とい
うディシプリンではないことが多い。エ
リア・スタディーズがディシプリンでな
く研究領域と見なされるのも、歴史学者
も政治学者も社会学者も当該地域の研究
（エリア・スタディーズ）を行うことがで
きるからだ。同様のことが当てはまる「○
○学」は少なくない。
以上のように考えていくと、天理教学

は果たしてディシプリンとして成立して
いるのかという疑念が頭をもたげてくる。
天理教学とは何か？　という大きな問題
を考える時、その成立について、特に宗教
学との関係において検証することが必要
であり、近年、幾つかの重要な論考が発表
されている。それらの論考を参照しつつ、
異なるアングルから天理教学の有り様に
ついて考えてみてもよいかもしれない。

「いわゆる文系の人類学」は、国によっ
てその名称が文化人類学、社会人類学、民
族学と異なる。加えて、理系の自然人類
学（形質人類学）もあり、日本では単に「人
類学」と呼ぶ時、こちらの人類学を指すこ
とが多い。日本の学会もかつては日本民族
学会であったが、名称変更されて現在は日
本文化人類学会となっている。学会名称
変更問題が起こった時、当時下っ端の教
官だった私は講座の主任教授に命ぜられ
て、名称変更に賛成する投書を学会宛に
出した。しかし、（理系の）日本人類学会
があるので、日本文化人類学会という名
称では下部組織に誤認される可能性があ
る。自分の意見として書いたのかどうか、
今となっては判然としないが、米国に倣っ
て日本人類学会も日本自然人類学会に改
名して、文化人類学と自然人類学を人類
学の名の下に統合した方がよいといった
ことを述べ、「どこの若造がこんな暴言を
吐いているのだ！」と形質人類学の重鎮
を怒らせたことがあった。
国によって名称の異なる、社会科学の

末っ子と言っていい文化人類学だが、そ
の理論的変遷は、19 世紀後半の古典的進
化主義に始まり、20世紀前半の機能主義、
20 世紀中盤以降の構造主義といった大き
なパラダイムを経て、現在に至っている。
また、支配的なパラダイムとなることはな
くても、伝播主義、新進化主義、解釈人
類学とそれに続くポストモダン人類学と、
時に応じて様々な理論や学説が提唱され
てきた。これは私の偏見かもしれないが、
文化人類学を専門とする者からすると、理
論や学派が形成されて一つのパラダイム
が生まれ、それを乗り越える新たな理論
が提示されて次のパラダイムにシフトす
るという営みがなければ、ディシプリン
（discipline：学問）と呼べないのではない
かと思う。
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